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舞台芸術等総合支援事業〜令和5年度学校巡回公演事業〜

観世九皐会 能楽公演『能の全てがわかります！』
か ん  ぜ  き ゅ う こ う か い 　 　 の う  が く   こ う  え ん
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     のう　こうはんぶぶん　　  じょうえん

※能の後半部分のみ上演 体育館ステージ上での上演イメージ

体育館フロアでの上演イメージ

時は平安。源 頼光に仕える独武者は、頼光を襲った土蜘蛛を退治するた

め、供の武士を連れて土蜘蛛が棲む塚におもむく。塚を突き崩すと、中

から現れた妖怪土蜘蛛は、次々に千筋の糸を繰り出し、激しく応戦する

が、ついには独武者たちによって退治されてしまう。手品のように繰り

出される蜘蛛の糸、能独特の殺陣など、はなやかな演出に注目です。

柿どろぼうの山伏を畑主がこらしめる、

痛快ものまねコメディ！

狂言「柿山伏 　 」かきやまぶし

畑の柿を山伏に盗み食いされた畑主が、柿の梢に隠れた山伏をこらしめ

てやろうと、カラスやサルなどさまざまな動物の鳴きまねをさせる。つ

いに「鳶だ！」といわれた山伏は、思わず木から飛んでみせるが、もち

ろん墜落！足をくじいて畑主に治療を頼むが…。畑主の声に翻弄される

山伏の滑稽な姿、狂言ならではの動物の鳴きまねをお楽しみください。
体育館フロアでの「柿山伏」上演イメージ

小学校・中学校等において文化芸術団体による実演芸術の巡回公演を行い、 子供たちが質の高い文化芸術を鑑賞・体験す

る機会を確保するとともに、子供たちの 豊かな創造力・想像力や、思考力、コミュニケーション能力などを養い、 将来の

芸術家や観客層を育成し、優れた文化芸術の創造に資することを目的としています。 　ワークショップでは、子供たちに

実演指導または鑑賞指導を行います。 また、実演においては、子供たちが参加できる工夫を行います。
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  かき　　　　　　　　　やまぶし　　はたぬし

　　　　　　 つうかい

とき　 へいあん　みなもとのらいこう     つか　　　   ひとりむしゃ　  　　らいこう　    おそ 　  　　 つち  ぐ  も　 　  たい じ

　　　    とも　  　ぶ　し 　　  つ　  　　　つち  ぐ  も  　　　す　 　つか　　　　　　　　    　　  つか　　 つ　  　くず　  　    　　なか

　　　  あらわ　　  　ようかいつち  ぐ   も　　　 　つぎつぎ　    ち すじ　  　いと　 　く　   　だ　 　　　はげ　  　　  おうせん

　　　　　　　　　　　    ひとりむしゃ　　　  　　　　　　   　    たいじ　   　 　　　　　　　　　　　  て じな　　 　　　　　　く

 だ　　　　 　　  く  も 　　いと　　   のうどくとく   　   た   て                                                                        　えんしゅつ      ちゅうもく

はたけ　かき　　やまぶし　    ぬす　      ぐ　　　  　　　　　はたぬし   　 　　かき  　こずえ  　かく   　　　やまぶし

         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　どうぶつ　　 な

　　　              とび　　　　　　　　　　　　   　        やまぶし 　  　 　おも　　  　　き　         　　と

                    ついらく　    あし　　　　　　　 　    　はたぬし    　ちりょう 　  たの　　　     　　　   はたぬし   　こえ　 　ほんろう

やまぶし　  　こっけい　すがた      きょうげん　　　　　　　   　どうぶつ　 　な　　    　　　　　   　たの

あらすじ

しょうがっこう　ちゅうがっこう とう　　　　　　　   ぶんかげいじゅつだんたい　　　　　　 じつえんげいじゅつ　 じゅんかいこうえん  　おこな　　　   こ  ども　　　　　　しつ 　　たか　 　ぶんかげいじゅつ　　かんしょう　   たいけん

　　  き  かい　　    かく   ほ　　　　　　　　　　　　　 　　こ  ども　　　　　　　ゆた　　　　そうぞうりょく　そうぞうりょく　　         しこうりょく　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　のうりょく　　　　　やしな　  　しょうらい

げいじゅつか　　かんきゃくそう  　いくせい　       　　すぐ　　　　ぶんかげいじゅつ　　そうぞう　          し　　　　　　　　　　　もくてき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ  ども

じつえん し どう　　　　　　かんしょう し  どう　   おこな　　　　　　　　　　　　　じつえん　　　　　　　　　　   　　こ  ども　　　　　   　さん  か　　　　　　　く  ふう　　おこな

のう  　   す べ

ぶ  た い  げいじゅつ  とう  そうごう  し  えんじぎょう　     れい   わ　    ねん   ど   がっこうじゅんかいこうえんじぎょう

舞台芸術等総合支援事業
（学校巡回公演）

独立行政法人日本芸術文化振興会



公演のプログラム

①事前ワークショップ

 ＜体験の部＞

 ・「謡曲」の一節を謡う 

 ・「すり足」で歩く

 ・「能面」を掛けて歩く

 ・「蜘蛛の糸」をまく

＜第１部＞　・狂言「柿山伏」の鑑賞

　　　　　　・能「土蜘蛛」の鑑賞

 　　　　　　　　  〔 休 憩 〕

＜第２部＞　・能楽囃子（楽器）の体験

　　　　　　・狂言の体験

　　　　　　・質疑応答

② 本 公 演

「能」は、シリアスな物語を演じる仮面劇で
す。主役の「シテ」、脇役の「ワキ」、狂言の
登場人物と、楽器を演奏する「囃子」、合唱
を担当する「地謡」が繰り広げる日本独自
の歌舞劇です。また、「狂言」とは、人間の
誰もが持っている心の機微を、おおらかな
笑いで表現したセリフ劇で、昔も今も変わ
らない、愛すべき人間の姿を描き出してい
ます。実演や体験を通して、能楽の持つ日本
の伝統美や伝承の技と心を、間近でお楽し
みください。

　のう　　　　　　　　　　　　　　　      　  ものがたり　     えん　　　  　  かめんげき

　　　　  しゅやく　　　　　　　　　　　    わきやく　　　　　　　　　　      きょうげん

とうじょうじんぶつ　　　　   がっき　　　    えんそう　　　　　　    はやし　　   がっしょう

　　   たんとう　　　　　　　 じうたい　　　　　   く　　　 ひろ　　　　   　にほん どくじ

　　　か       ぶ    げき　　　　　　　　　　　　 　     きょうげん　  　　　　　　　   にんげん

だれ　　　　　  も　　　　　　　　         こころ　　   き      び

 わら　　　　    ひょうげん　　　　　　　　　      　   げき　　　　  むかし　     いま　    　 か

　　　　　　　　     あい　　　　　　　   にんげん     　すがた　　 えが　    　 だ

　　　　　   　じつえん　   　たいけん　      とお　　　　　　   のうがく  　  　も　　      に  ほん

　　    でん とう  び　　      でんしょう　 　  わざ　　 こころ　　　        ま  ぢか　　   　　 たの

・ 明治時代より 100 年以上の歴史をもつ演能団体。

・ 重要無形文化財総合指定者 18 名が所属。

・ 学生向けの能楽鑑賞教室を 60 年以上主催する実績 があります。

め い じ じ だ い 　 　 　 　 　 　 　  ねんいじょう　  れき し               えんのうだんたい

じゅうようむけいぶんかざい そうごうしていしゃ　　　めい　 しょぞく

がくせい む　　　　のうがくかんしょうきょうしつ　　　   ねんいじょうしゅさい　　　　じっせき

公益社団法人 観世九皐会
こ う え き し ゃ だ ん ほ う じ ん   か ん ぜ き ゅ う こ う か い

【実施団体】
じっし だんたい

『能楽』とは…

約650年前から続く「お芝居」です

　 のう がく

やく　　　　　 ねん まえ                      つづ 　　　　　　 しば     い

「能楽」とは？

のう がく

こ う え ん

じ  ぜ ん ほ ん  こ う  え ん

たいけん　　 ぶ

 ようきょく　　　いっせつ　　うた

 　　　　 あし　　　　ある

 のうめん　　　　 か　　　　　ある

   く　も 　　いと

だい　　  ぶ　　　　　　　きょうげん　　かきやまぶし　　　　　かんしょう

　　　　　　　　　　　　　のう　　 つち  ぐ  も　　　　 　かんしょう

 　　　　　　　　  　　　　　　　　 きゅうけい

だい　　  ぶ                  のうがく はやし     がっき　　　　たいけん

　　　　　　　　　　　　　きょうげん 　 たいけん

　　　　　　　　　　　　　しつ ぎ おうとう

事前ワークショップでは『土蜘蛛』の「謡」（歌詞）の一節

を全員で謡い、舞の基本となる「構え」や「すり足」を体験。

さらに、代表の児童・生徒は能面をつけて舞台を歩き能

楽師の視線を体験します。

じぜん　　　　　　　　　　　　　　　　　　つち ぐ も　　　　  うたい           か  し　　　  いっせつ

     ぜんいん　  うた           まい　　きほん　　　　　　  かま　　　　　　　　　あし　　 たいけん

                              だいひょう　 じどう　　せい と　　のうめん　　　　　　   ぶ たい　　ある 　のう

がく し　　し せん　　たいけん

本公演当日、能『土蜘蛛』の終了後には、代表の児童・

生徒が楽器を使い、残りの児童・生徒全員で合奏をしま

す。また、狂言は全員で所作やセリフ、おおらかな笑い

の表現を体験します。

ほんこうえんとうじつ　　のう　  つち ぐ も　　　　   しゅうりょうご　　　　  だいひょう　  じ どう

せい と　　 がっき     つか　　　　のこ　　　　じ どう　　せい と ぜんいん             がっそう

     　　　　　            きょうげん　 ぜんいん　   しょさ　　　　　　　　　　　　　　　　　　  わら

　　ひょうげん 　たいけん

＜お問合わせ先＞

公益社団法人観世九皐会　（担当：芝田）　

〒162-0805　東京都新宿区矢来町 60 番地

℡：03-3268-7311/ Ma i l：yarai@eos.ocn.ne. jp

こ う え き し ゃ だ ん ほ う じ ん   か ん ぜ き ゅ う こ う か い 　 　　 たんとう　　しば た

とうきょう と   しんじゅく く    やらいちょう　　　     ばん ち

とい あ　　    さき

「文化芸術による子ども育成推進

事業舞台芸術等、総合支援事業

（学校巡回公演）」ホームページ

詳しい内容を動画でご覧いただけます！

観世九皐会・巡回公演

プログラムご紹介

（過去の巡回公演事例）

観世九皐会

ホームページ

くわ　　　ないよう　 どう が　　　　らん

かんぜきゅうこうかい じゅんかいこうえん

　　　　　　　　　　しょうかい

        か こ　じゅんんかいこうえんじれい

ぶんかげいじゅつ　　  　  こ　　　 いくせいすいしん  

じぎょうぶたいげいじゅつとう そうごうしえんじぎょう     

がっこうじゅんんかいこうえん　　　　　　　　　　　　

かんぜきゅうこうかい


